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お
お
と
も�

ね
て
も
留
守
だ
っ
た
時
は
○
○
足
。
役

に
立
た
な
い
お
し
ゃ
べ
り
は
○
○
口
。�

　
世
間
。
世
の
中
。
○
○
○
の
声
。�

　
規
制
○
○
○
。
公
的
な
規
制
を
ゆ
る�

め
て
自
由
競
争
を
促
進
す
る
政
策
。�

����������������������

　
大
き
な
喜
び
。
ベ
ー
ト
ベ
ン
の
交
響

曲
第
九
番
最
終
楽
章
は
「
○
○
○
の
歌
」
。�

　
自
分
に
よ
く
似
合
う
よ
う
に
、
衣
服

を
上
手
に
着
る
こ
と
。
札
幌
の
人
は
○
○

○
○
が
う
ま
い
。�

　
東
区
開
拓
の
祖
は
、
大
友
○
○
○
○

○
。
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
江
戸
幕
府

か
ら
石
狩
開
拓
の
命
を
受
け
、
現
在
の
東

区
に
入
植
し
た
人
物
。�

　
○
○
・
タ
ウ
ン
事
業
は
、
郵
便
局
と
東

区
が
共
同
で
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
事
業
。
○
○
と
は
世
話
、

介
護
、
用
心
、
注
意
の
こ
と
で
す
。
不
注

意
で
起
こ
る
誤
り
は
○
○
レ
ス
・
ミ
ス
。�

　
卵
が
か
え
る
こ
と
。�

　
山
や
谷
な
ど
に
声
や
音
が
反
響
し
て

聞
こ
え
る
音
。
こ
だ
ま
。
地
下
鉄
東
豊
線

元
町
駅
の
付
近
に
は
子
供
の
劇
場
○
○

○
○
座
が
あ
り
ま
す
。�

　
正
月
の
元
日
か
ら
七
日
ま
で
を
松
飾

り
の
あ
る
時
期
と
い
う
意
味
で
○
○
の
内

と
い
い
ま
す
。�

 
 

寄
席
な
ど
の
興
行
で
、
真
打
ち
の
前

に
出
演
す
る
人
。�

　
一
年
の
最
初
の
月
。
一
月
の
こ
と
。
昔

の
子
供
は
コ
マ
を
回
し
た
り
、
た
こ
を

揚
げ
た
り
し
ま
し
た
。
今
の
子
供
は
？�

　
病
気
の
診
察
、
診
療
に
あ
た
る
人
。
お

医
者
さ
ん
。�

　
今
年
は
○
○
○
施
行
三
十
周
年
。
東

区
が
誕
生
し
た
の
は
昭
和
四
十
七
（
一
九

七
二
）
年
。
今
年
で
三
十
歳
に
な
り
ま
す
。�

　
何
か
に
備
え
て
準
備
す
る
こ
と
。�

　
海
豚
と
書
く
海
の
哺
乳
動
物
。
ち
な

み
に
河
豚
と
書
く
の
は
フ
グ
で
す
。�

　
円
舞
曲
は
ワ
ル
ツ
。
回
旋
曲
、
輪
舞

曲
は
○
○
○
。�

　
容
器
、
入
れ
物
の
こ
と
。
人
の
才
能
を

表
現
す
る
と
き
に
も
使
い
ま
す
。
○
○
○

の
大
き
い
人
。
大
臣
の
○
○
○
。�

　
ア
イ
ヌ
語
で
わ
き
水
の
吹
き
出
す
泉

の
こ
と
。
豊
平
川
の
伏
流
水
が
扇
状
地
の

末
端
で
吹
き
出
し
た
も
の
。
昔
は
札
幌
中

心
部
の
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。�

　
さ
む
ら
い
、
武
者
、
武
人
。
○
○
道
。�

　
金
銭
を
貸
し
た
見
返
り
に
、
金
額
や

期
間
に
応
じ
て
受
け
取
り
ま
す
。
金
利
、

利
息
。
　�

�����������

●
応
募
方
法�

官
製
は
が
き
に
解
答
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
区
民
の

ペ
ー
ジ
の
ご
感
想
を
記
入
し
、
〒

-

札
幌
市
東
区
北

条
東
７
丁
目
、
東
区
役

所
「
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」
係
へ
。
平
成  

年
１
月

日
（火）
締
め
切
り
（
消
印
有

効
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

人
に

特
製
ウ
ィ
ズ
ユ
ー
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま

す
。
当
選
者
の
発
表
は
品
物
の
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�
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